
 

令和６年度 第１回海老名市子ども・子育て会議結果 

 

審 議 会 等 名 令和６年度 第１回海老名市子ども・子育て会議 

開 催 日 時 令和６年５月 28日（火）10時から 11時まで  

場 所 えびなこどもセンター２階 201会議室 

出 席 者 

子ども・子育て会議委員 12名 

中尾 隆徳 委員長、石井 友紀 副委員長、水上 信一 委員、井上 友美

委員、鍵渡 正徳 委員、富樫 大郎 委員、北川 絵理 委員、高橋 理愛 

委員、米山 珠枝 委員、林 まち子 委員、小針 真理子 委員、 

山﨑 奈菜 委員 

（欠席者３名：北村 智美 委員、大河原 雄亮 委員、安田 洋司 委員） 

 

事務局 11名 

 保健福祉部長 中込 明宏 

保健福祉部次長（子育て担当） 奥田 ともみ、 

 こども育成課長 本木 大一、こども政策係長 河野 静江、 

 こども政策係主任主事 三橋 一輝 

 保育・幼稚園課長 尾内 速斗、子育て相談課長 藤本 理恵、 

 障がい福祉課長 石黒 和彦、就学支援課長 山田 圭、 

教育支援課長 麻生 仁、学び支援課長 松本 晃子 

傍 聴 人 数 ０名 

公 開 の 可 否 ☑公開 □一部非公開 □非公開 

一部非公開・非

公 開 の 理 由 
 

議 題 

(１) こども等の意見聴取内容結果報告 

(２) 子ども・子育て支援事業計画の実施状況報告について 

ア 令和５年度事業評価 

 イ 令和２年度から令和５年度までの事業評価（４か年事業評価） 

資 料 

（１）次第 

（２）子ども・子育て会議委員名簿 

（３）（資料１）こども等の意見聴取内容結果報告 

（４）（資料２）子ども・子育て支援事業計画 令和５年度及び４か年度事業

実施状況報告書 

（５）（資料２_別紙）子ども・子育て支援事業計画 令和５年度及び４か年

度（令和２年度～令和５年度）事業実施状況報告 

（６）（資料３）令和６年度海老名市はぐはぐ広場運営評価委員会委員の推

薦について 

（７）（資料４）子ども・子育て会議資料（学び支援課）（令和６年度海老

名市内の学童保育クラブについて） 

（８）（資料５）子ども子育て会議年間スケジュール（仮） 



〇会議の内容 

１ 開会  

【事務局】 本日はお忙しい中、ご出席いただきましてありがとうございます。ただ

いまより、令和６年度第１回 海老名市子ども・子育て会議を開催いたしま

す。 

次第に沿いまして、委嘱状の交付を行います。 

２ 委嘱状交付 

 （保健福祉部長より高橋委員へ委嘱状を交付） 

【事務局】 それでは部長から挨拶を申し上げます。中込部長、よろしくお願いいた

します。 

【事務局】 

（部長） 

委員の皆様におかれましては、市の子ども達の未来のためにお忙しい中

時間を割いていただきありがとうございます。 

近年の状況は、グローバル化、価値観の多様化など昨今の社会的背景は

大きく変化していると言われております。いじめや自殺、貧困など子ども

が抱える問題が複雑化して、適切な措置が迅速に届いていないことも指摘

されておりますが、私たちの市では対応・対策を迅速に行って子どもたち

の未来を守っていかねばならないと思っています。 

この会議におきましても、子育て当事者と関係者交えて、海老名市の子

どもたちの未来のために議論してご審議いただくという大切な場でござい

ます。引き続き皆様から、お力添えいただければと思います。 

今年度、第２期の子育て支援事業計画の最終年度となっております。来

年度からは、こども計画として策定してまいります。今後、骨子案の作成

をして、委員の皆様からご意見をいただき進めていきたいと考えてござい

ます。 

こどもセンターのエリア内には、わかば会館とえびりーぶという施設が

隣接されておりますが、今後は子どもを中心としたはぐはぐゾーンとして

位置付けていき、これまでのわかば会館の一部の機能を社家の新施設に移

転していきます。わかば会館については、主に障がい児の支援、例えば医

療ケア児等の施設として利用し、社家の新施設については、障がい者の支

援として生活介護を中心に行ってまいります。こちらにつきましても現在

進めているので、今後委員の皆様にも情報提供させていただければと思い

ます。 

最後になりますが、引き続き子どもたちのために委員の皆様よろしくお

願いいたします。 

【事務局】 中込部長は本日別の公務がありますので、ここで退席させていただきま

す。それでは、議題に移ります。委員長、よろしくお願いいたします。 

３ 議題 

【委員長】 議題（１）「こども等の意見聴取内容結果報告」事務局から説明をお願

いします。 

【事務局】 （資料１に基づき、「こども等の意見聴取内容結果報告」の概要の

説明、調査結果及び分析結果を担当より読み上げ） 

【委員Ａ】 こどもへのフィードバックの方法について、もう一度教えていただいて

もよろしいでしょうか。 



【事務局】 現在、教育委員会とフィードバックの方法については協議をしていると

ころでございます。子どもたちが、どのように大人が聞いてくれているの

か、気にしている部分でもありますので、しっかりと聞いているというこ

とを伝えていきたいと考えております。 

方法については、学校に一任する形になるとは思いますが、しっかりと

フィードバックしていきたいと思います。 

【事務局】 今回実施したアンケートは、１人１台配布されているタブレットを使っ

て答えてもらいました。可能な限り、その端末に戻す形で見てもらえたら

良いかなと考えております。 

また、今後意見を聞く機会があった場合は、タブレットのような簡単に

回答できるもの活用してまいりたいと考えております。フィードバックに

ついては、必ず実施させていただきます。 

【委員Ａ】 過去にこどもが企画を提案してきたことに対して反映させてあげたこと

があり、その際には、自尊心が満たされたような、とても満足した顔をし

ていたことがありました。 

そのようなことから、こどもの意見をしっかりと聞いているということ

を返してあげることが重要だと考えていますので、フィードバックがされ

るのであれば安心しました。 

【委員長】 その他、ご意見・ご質問がないようですので、審議に移ります。議題１

について、事務局説明のとおり了承することでよろしいでしょうか。 

【委 員】 《異議なし》 

【委員長】 それでは、議題１については、了承することといたします。 

【委員長】  議題（２）「子ども・子育て支援事業計画の実施状況報告について」事

務局から説明をお願いします。（４つある基本目標ごとに審議） 

【事務局】 （資料２及び資料２別紙に基づき、「子ども・子育て支援事業計画の実

施状況報告について」の基本目標１（令和５年度、４か年度）の要約をそ

れぞれ担当より読み上げ、要約について補足説明） 

【委員長】 各委員からご意見、ご質問ありますでしょうか。 

【委員Ｂ】 《脱字の指摘、学童保育とあそびっ子クラブへの内容の整理について意

見あり》 

【事務局】 《記載内容について説明、内容が混同しないよう、指摘に応じて修正す

る旨を説明》 

【委員長】 委員からのご意見につきまして修正する文言（もんごん）は、正副委員 

長にご一任いただきたいと思いますが、これにご異議はございませんでし

ょうか。 

【委 員】  《異議なし》 

【委員長】 では、基本目標１についての案文は正副委員長に一任といたします。 

基本目標２について、引き続き事務局より説明をお願いします。 

【事務局】 （資料２及び資料２別紙に基づき、「子ども・子育て支援事業計画の実

施状況報告について」の基本目標２（令和５年度、４か年度）の要約を担

当より読み上げ、要約について補足説明） 

【委員長】 各委員からご意見、ご質問ありますでしょうか。 



【委員長】 それでは、ご意見・ご質問がないようですので、審議に移ります。基本

目標２について、事務局説明のとおり了承することでよろしいでしょう

か。 

【委 員】 《異議なし》 

【委員長】 基本目標２について了承することといたします。 

基本目標３について、引き続き事務局より説明をお願いします。 

【事務局】 （資料２及び資料２別紙に基づき、「子ども・子育て支援事業計画の実施

状況報告について」の基本目標３（令和５年度、４か年度）の要約を担当

より読み上げ、要約について補足説明） 

【委員長】 各委員からご意見、ご質問ありますでしょうか。 

【委員Ａ】 評価の中で、出ているサロンとはどのようなものがあるか、教えていた

だけますか。 

【事務局】 子育て支援センターで行っているものとなっており、年齢別のお子様を

集めた、「年齢別サロン」、地域の方へ出ていき開催する「出張サロン」

などがあります。 

嗜好を変えた全般をサロンと呼んで実施している事業となっておりま

す。 

【委員Ｃ】 《パトロール活動、安全監視員の配置等について確認あり》 

【事務局】 《確認された事項について説明。事業項目を把握しやすいよう修正する

旨を説明》 

【委員長】 委員からのご意見につきまして修正する文言（もんごん）は、正副委員 

長にご一任いただきたいと思いますが、これにご異議はございませんでし

ょうか。 

【委 員】 《異議なし》 

【委員長】 では、基本目標３についての案文は正副委員長に一任といたします。 

基本目標４について、引き続き事務局より説明をお願いします。 

【事務局】 （資料２及び資料２別紙に基づき、「子ども・子育て支援事業計画の実

施状況報告について」の基本目標４（令和５年度、４か年度）の要約を担

当より読み上げ、要約について補足説明） 

【委員長】 各委員からご意見、ご質問ありますでしょうか。 

【委員Ｂ】 《脱字の指摘あり》 

【事務局】 《脱字について修正する旨を説明》 

【委員長】 委員からのご意見につきまして修正する文言（もんごん）は、正副委員 

長にご一任いただきたいと思いますが、これにご異議はございませんで

しょうか。 

【委 員】 《異議なし》 

【委員長】 では、基本目標４についての案文は正副委員長に一任といたします。 

【委員長】 こちらで本日の議題は終了となりましたので、事務局へ会の進行をお返

しします。 



４ その他  

【事務局】 それでは、次第に沿いましてその他に移ります。その他については、市

から３点提出されております。 

その他①「令和６年度海老名市はぐはぐ広場運営評価委員会委員の推薦

について」子育て相談課から説明をお願いします。 

【子育て相談課

長】 

（資料３に基づき、「令和６年度海老名市はぐはぐ広場運営評価委員会委

員の推薦について」説明） 

※客観的な視点として子ども・子育て会議委員の方に出席してもらい、意

見を頂戴したい旨を連絡 

【事務局】  ただいま、子育て相談課からの説明にありましたように、委員の方のご

意見を運営に活かしていきたい旨の意向でございましたので、子ども・子

育て会議委員より３名の推薦をお願いしたいと思います。 

昨年度に引き続き小針委員・大河原委員については、引き続き評価委員

をお願いし、残りの１名を立候補で募りたいと考えておりますがいかがで

しょうか。 

【委 員】 《異議なし》 

【事務局】 それでは、１名立候補を募りますが、立候補いただける方はいらっしゃ

いますか。 

【高橋委員】 《立候補》 

【事務局】 高橋委員ありがとうございます。 

それでは、小針委員・大河原委員、高橋委員の３名を推薦いたします

が、これにご異議ありませんか。 

【委 員】 《異議なし》 

【事務局】 それでは、小針委員・大河原委員、高橋委員の３名を推薦いたします。

３名の委員の方々、よろしくお願いいたします。 

それでは、本件は以上となりますので、その他、ご意見等なければその

他①については、以上となります。 

【事務局】 その他②の「令和６年度海老名市内の学童保育クラブについて」、学び

支援課から説明をお願いします。 

【学び支援課】 （資料４に基づき、「令和６年度海老名市内の学童保育クラブについて」

説明） 

【事務局】 学び支援課から説明がありましたことについて、ご意見等ありましたら

お願いします。 

【委 員】 《意見なし》 

【事務局】 それでは、本件は報告事項となりますので、その他、ご意見等なければ

その他②については、以上となります。 

【事務局】 その他③の「子ども子育て会議年間スケジュール（仮）について」、事

務局から説明をお願いします。 

【事務局】 （資料５に基づき、「子ども子育て会議年間スケジュール（仮）につい

て」説明） 



【事務局】 事務局から説明がありましたことについて、ご意見等ありましたらお願

いします。 

【委 員】 《意見なし》 

【事務局】 それでは、本件は報告事項となりますので、その他、ご意見等なければそ

の他③については、以上となります。 

【事務局】 その他各委員から何かありますか。 

【事務局】 最後に委員長から何かありますか。 

【委員長】 今回の会議で、子どもや若者の意見として、具体的にアウトプットが出

てきました。また、私たちが、この審議会でやっている内容もワークショ

ップという形で、今何が必要か出し合ってきました。こうしてみてみると

マッチしている点とマッチしていない点が見えてきております。 

あと、４年間の評価は、コロナ化という辛い時期を乗り越えて経済的に

も少しずつ戻ってきたという感覚もあります。現時点は、これらの内容を

煮詰めていき、５年１０年先に向けて、この審議会で、市民の皆さん、専

門家の皆さんの意見を出していきたいと思います。本日はお疲れ様でし

た。 

５ 閉会 

【事務局】 本日は、会議にご出席いただきましてありがとうございました。 

委員長からもあったように、今年は計画の最終年度となり、来年度の計

画を策定する年となっております。 

やはり５年１０年先を見据えてやっていかなければいけないが、５年１

０年後のことを計画に載せるのではなく、「先を見た」進め方をする必要

があると考えております。 

今年度は、年６回の会議を予定していますが、これは異例のことで、今

回初めてのこども計画を作っていきたいと考えており。今後作っていく骨

子・素案など皆様のきたんのないご意見を頂戴したいと願っております。 

引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 

 


